
能登半島地震被災中小企業復興支援ファンド
による復興支援

（参考資料）

中小企業分野の激甚災害指定を踏まえ、世界に冠たる輪島塗をはじめとする被災地域を支えている
産業の復興を支援するため、高度化融資のスキームにより、石川県と中小企業基盤整備機構とで被災
中小企業復興支援ファンドを組成し、石川県が行う、返済金利の無利子化、被災中小企業の建物・生産
施設等に関する復旧支援、災害復興のための地場産品のＰＲ等を支援。
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・ファンド総規模は300億円程度
（石川県見込み）

・事業期間は県の意向踏まえ柔軟に対応

（５年間程度）

機構は８割程度／石川県は２割程度を負担 運用益による
支援

・政府系金融機関による災害復旧貸付（激甚災害指定により1.4%に引き下げた貸付金利）の無利子化
・被災中小企業の建物、生産設備等の撤去、復旧に係る費用の一部の支援（ハード支援）

・災害復興のための地場産品ＰＲや、風評被害対策の観光ＰＲ等に対する支援（ソフト支援）

・災害復旧前の既往債務に対する利子補給等 等

※なお、事業者の希望により、災害救助法の適用を受けた地域の被害共同施設の復旧等のための高度化融資
事業（中小機構と県とで無利子貸付）も利用可能。

（○貸付割合；必要資金の９０％以内、○償還期限；２０年以内）



震災復興のための産業支援
中小企業向けの地域資源・商店街関連予算の活用

①ジャパンブランド事業 （１９年度予算 １３億円の内数）
・国際市場で通用するブランド力の構築のための事業（補助率２／３）
（＊輪島商工会議所は１７～１８年度実施。）

②地域資源全国展開プロジェクトの実施 （１９年度予算 ２５億円の内数）
・商工会・商工会議所が地域資源の特産品や観光を全国展開するための事業
（定額補助。商工会議所９００万円・商工会８００万円）

③商店街復旧・活性化対策 （１９年度予算 ２９億円の内数）

・復旧を要する共同施設(街路灯、アーケード、カラー舗装等)の整備事業（補助率１／２）
（例：商店街の個店復旧の際に統一的な景観を作り出すファサード整備等）

伝統的工芸品産業関連予算の活用

①産地組合等による伝統的工芸品産業支援事業を活用した輪島塗産地の支援
（１９年度予算 ２億円の内数）

・新商品開発及び展示会への支援（事業規模：２，０００万円程度）（補助率１／２）

②財団法人伝統的工芸品産業振興協会による支援 （１９年度予算 ８．３億円の内数）
・輪島塗復興展（仮称）の開催
・輪島塗産地でのふるさと体験事業の実施（補助率：２／３）


